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の結合定数 Jとして ′ ニ ー139cr√ 1を得た｡
なおペアスピン共鳴は x<0.12(Yo),x>2.6では測定されなかった｡
2･アルカリ金属グラファイ ト層間化合物 C24Kに窒素温度でH2,D2を物理吸着させ4.2K
～77Kの間でg値,静帯磁率xo,横緩和時間 T2を測定した.
Fig.3は窒素温度でのC24KのCESRスペクトルである. これにH2,D2を吸収させる
と強度が減 り伝導電子が挿入層-引きもどされたことを示した｡この傾向はD2 の方が顕著
であった｡
Fig.4,5はそれぞれC24K(D2)のg値,および x｡の測定結果である0 20K以下でと
もに大きく変化しているのは局在スピンとの相互作用によるものと考えられる｡
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